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「万国共通語」 言 、何 思 浮 ？

英語 ？英語 話 人口 一番多 、

英語 遥 乗 越 万国共通 。

音楽 確 「 」 一 。日本語 英語

同 音楽 様々 「 」

「方言」 。時代 流 共 変化 。

初 聞 時 「 」 思 知

、接 時間 多 、表現

仕方 把握 、少 理解 。

月 日 、 ー ・音楽大学 ー ー

、 ー 開催 音楽

交流 ー 演奏 （ ー

広報 ー 載 ）。

ー 「社会 明 運動」南那須地区

推進大会 、 ー

満席 。

ー 演奏 、主 地球 反

対側 ー 生

音楽 。 音楽 作成 頃、

日本 江戸時代 。 琴、三味線、尺八

琵琶 演奏 音楽 盛 。

江戸時代 楽器 音楽

ー 違 。

ー 音楽交流 。那珂川町

那須烏山市 来 社会 明 運動 参加者、

一般町民、 那珂川町第九 歌 会 会員

家族 大 楽 思 。特 喜

第九 歌 会 ー ー 共演 曲 、

「荒城 月」、「見上 夜 星 」 「

」 。 ー ー 楽譜 見 演

奏 、第九 歌 会 ー 感情

ー 青年 通 、国籍 超 一体化 気

。 感動的 。

時代 文化 超 、万国共通語 音楽 「

」 町民 多 。那珂川町 新

発見 。

那
須
与
一
宗
隆

十
四、

五
歳

頃

話

。

平
城

神
田
城

東
側、

那
珂
川

川
原
付
近
、

今

、

長

堤
防

仕
切

、

家

建
、

広

耕
作
地

、

昔
、

城

近

川
原

一
部
、

繁
殖
地

、

当
時

「

原」

呼

。

与
一

数
人

供

連

弓

稽
古

日

、

供

者

「

飛

射
落

」

言

、

与
一

考

、

飛

上

目
掛

矢

放

外

。

二
度
三
度

繰

返

、

三
羽

二
羽

命
中

。

与
一

弓
上
手

近
在

評
判

、

遠

伊
豆

源
頼
朝

耳

届

。

頼
朝

家
来

命

「

程

弓

名
人

、

蹴
爪、

千
羽
分

献
上

。

身
分

高

取

立

」

伝

、

与

一

大
変
喜
、

毎
日

射
落

精

出

。

時、

近
所

娘

蹴
爪

数

、
九
百
九
十
九
羽

時、

与
一

眠

、

真

暗
闇

中

夢

見

。

暗
闇

中

金
色

現
、「

私

精

」

言

、「

出

世
欲

、

汝

尊

命

奪

。

楽
園

地

獄

化

。

今
日
限

射
落

止

。

代

前

射
落

場

所
、

金
色

飛

上

。

鏑
矢

。

矢

持

、

武

名

天
下

上
、

誉

永

家

伝

」

言

金

消
、

与
一

目

覚

。

後、

与
一

自
分

行

悔
、

射
落

埋

塚

築

供
養

。

年
月

経

、

舟
戸

辺

塚

、

今

誰

分。

文
化
財
愛
護
会
会
員
福
嶋
正

なかがわ

と えば が い かびますか

でしょうか を せる は いですが

を かに り える のことばがあります

は かに ことば の つです や

と じように のジャンルにより な なまり

や があります の れと に します

めて く には よくわからない と うかも れ

ませんが する が くなればなるほど の

を し しずつ できるようになります

に ウイ ン ユ スオ

ケストラは あじさいホ ルで された

コンサ トで をしました コンサ ト

は の ペ ジに っています このコン

サ トは を るくする

のアトラクションでもあり ホ ルは

でした

オ ケストラが したのは に の

にあるヨ ロッパで まれたバロックとク

ラシック でした この が された

は でした お や

で する が んでした

の も のスタイルもこのコン

サ トとはまったく います

コンサ トは のイベントでした

と から た を るくする の

そして を う の とその

も いに しんだと います に ばれたのは

を う とユ スオ ケストラが した で

の げてごらん の を と ふるさ

と でした ユ スオ ケストラはただ を て

するだけでなく を う のエネルギ と

がウイ ンの に じ を えて した

がします とても でした

と を え である に バイ

リンガル な は かったです でまた

たな ができました
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万
物

微
動

日

盛

松

野

青
木

俊
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待

窓

重

梅
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空
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星
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催
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岡
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滴
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岡
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日
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方
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田
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掘
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前

可
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実
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日

暮
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友
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大
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事

母

大
山
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下
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佐
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有
紀

褒

作
文

好

谷

田
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崎

甫
子
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ら
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21 10８

有
川

浩

著（

角
川
書
店）

日、
道
端

落

好

男
子。「

嬢

、

俺

拾

？」

料
理
上
手

彼
、

頼

始

二
人

共
同
生
活
、
次
第

日
々

。

中
、
野
草

知
識

盛

込

、
読

美
味

恋
愛
小
説。

山
本

兼
一

著（

集
英
社）

種
子
島

鉄
砲

伝

男

、
冒
険
商
人

、

会
宣
教
師

、『

日
本
史』

著

・
・
・。

十
六
世
紀、
日
本

七
人

西
洋
人

目

通

、
日
本

国

浮

彫

連
作
短
編
集。

西
洋
文
化

接

、
日
本

変

。

、
変

。

直
木
賞

受
賞

著
者
、
受
賞
後
第
一
作。

須
藤

斎

文（

出
版）

地
層

中

残

調
、
地
球

明

学
問
、「

地
質
学」

。

中

、
化
石

使

調

研
究
、「

古
生
物
学」

。

、

生

地
球
上

生

、

環
境

、
地
球

過
去

、

研
究

書

本

。
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植
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・
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を
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が
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◇『
』

辻
村
深
月

著（

角
川
書
店）

◇『

宵
山
万
華
鏡』

森
見
登
美
彦

著（

集
英
社）

◇『
』

佐
藤
友
哉

著（

新
潮
社）

◇『
銀
二
貫』

高
田

郁

著（

幻
冬
舎）

◇『
』

伊
藤

著（

光
文
社）

◇『

！』

辻
井

子

著（
）

◇『

高
校
生

「

資
本
論」』

池
上

彰

著（

社）

◇『

史
上
最

大
革
命』

村
田
裕
子

著（

講
談
社）

◇『

子

遺
言』

谷
川
俊
太
郎

著（

佼
正
出
版
社）

◇『

図
書
館

出
会

冊』

田
中
共
子

著（

岩
波
書
店）

ふ
ち
な
し
の
か
が
み
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ン
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ラ

カ
ン
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ン
シ
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た
か
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の
ぶ
カ
ン
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レ
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つ
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コ
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か
ら
わ
か
る
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ム

ラ
ク
フ
リ

ジ
ン
グ
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